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４
月
４
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部（
東
京
都

千
代
田
区
）で
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
今
、

何
を
す
べ
き
か
―
復
興
に
向
け
て
阪
神

淡
路
と
イ
ン
ド
洋
大
津
波
か
ら
考
え
る
」

（
主
催
：
パ
テ
ィ
オ
de
国
際
協
力
、
後

援
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）が
開
催
。
仙
台
市（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
東
北
）、１
９
９
５
年
に
阪
神
淡
路
大

震
災
を
経
験
し
た
神
戸
市（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵

庫
）、２
０
０
４
年
に
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
に
襲
わ
れ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

結
び
、来
場
し
た
1
4
0
人
が
未
曾
有
の

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
国
際
協
力
の

観
点
か
ら
す
べ
き
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、津
波
工
学
・
自
然
災
害
科

学
が
専
門
の
東
北
大
学
・
今
村
文
彦
教
授

が
今
回
の
地
震
・
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
被

害
状
況
な
ど
を
説
明
。「
仙
台
で
は
４
０

０
年
以
上
も
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ど
の
策

が
有
効
で
ど
れ
が
問
題
だ
っ
た
か
を
し
っ

か
り
と
検
証
し
た
上
で
長
期
的
な
視
点
か

ら
復
旧
・
復
興
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
話
し
ま
し
た
。ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
は
、最
大
被
災
地
ア
チ
ェ
の
復
興
を
一

手
に
担
っ
た
復
興
再
建
庁
の
ク
ン
ト
ロ
・マ

ン
ク
ス
ブ
ロ
ト
元
長
官
が「
国
内
外
の
支

援
団
体
の
調
整
は
一
機
関
に
任
せ
る
こ
と

が
被
災
者
の
生
活
再
建
に
と
っ
て
も
重

要
。
そ
の
際
に
は
統
一
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
有
効
と
な
る
」と
自
国
で
得
ら
れ

た
教
訓
を
日
本
に
向
け
て
発
信
。
さ
ら

に
、阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
日
本
政
府

現
地
対
策
本
部
員
だ
っ
た
尾
田
栄
章
氏

が
、「
国
際
社
会
と
い
か
に
協
力
体
制
を
組

め
る
か
。こ
れ
こ
そ
今
後
の
災
害
に
対
す

る
試
金
石
に
な
る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

02「今、何をすべきか」緊急シンポジウムを開催

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
４
月
15
日
ま
で
に
、東
日
本
大
震

災
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
宮
城
県
・
岩
手
県
で
の
被
災
者
支
援

　

最
大
時
に
約
8
０
０
人
が
避
難
生
活
を
送
っ

て
い
た
宮
城
県
東
松
島
市
の
市
立
矢
本
第
一
中

学
校
で
は
３
月
25
日
か
ら
、治
安
悪
化
に
よ
り
ニ

ジ
ェ
ー
ル
か
ら
日
本
へ
一
時
退
避
中
の
青
年
海
外

協
力
隊
員
有
志
13
人
が
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
当
た
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み

は
、避
難
所
の
受
付
や
食
事
の
配
膳
補
助
、支

援
物
資
の
整
理
の
ほ
か
、運
動
不
足
解
消
の
た

め
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
進
行
役
、子
ど
も
た
ち
へ
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
。ま
た
同
校
で
の

避
難
住
民
受
け
入
れ
が
４
月
11
日
で
終
了
し
た

た
め
、14
日
か
ら
は
岩
手
県
へ
移
動
。遠
野
市
を

拠
点
に
、陸
前
高
田
市
な
ど
沿
岸
被
災
地
へ
の

協
力
を
開
始
し
、家
屋
清
掃
や
物
資
仕
分
け
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
延
べ
30
人
以
上
が
順

次
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

仙
台
市
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
で
は
、研
修
員
受

入
な
ど
で
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
元
の

人
た
ち
へ
の
中
長
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、大

学
の
津
波
対
策
研
究
や
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
な

ど
、こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
で
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
協
力
も
検
討
し
て
い
ま

す
。ま
た
４
月
９
日
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
の
会
議

室
を
人
道
支
援
組
織
ジ
ャ
パ
ン・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に

提
供
、両
団
体
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災
広
域

調
整
事
務
所
」が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
も
被
災
地
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、協
力
隊
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
多
く
が
所
属
す

る
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）

の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、協
力
隊
経
験

者
60
人
以
上
が
宮
城
県
仙
台
市
・
岩
沼
市
・
石
巻
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市
や
、岩
手
県
遠
野
市
を
拠
点
と
し
た
同
県
沿

岸
部
で
活
動
中
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、外
国
人
居
住
者
へ
の
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

看
護
師
に
よ
る
医
療
活
動
な
ど
、経
験
や
専
門

性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
被
災
者
・
避
難
者
の
受
け
入
れ
や
物
資
の
支
援

　

福
島
県
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
で
は
、福
島

第
一
・
第
二
原
子
力
発
電
所
付
近
で
避
難
指
示

が
出
て
い
る
住
民
の
方
（々
最
大
時
約
４
５
０

人
）を
３
月
14
日
か
ら
受
け
入
れ
、延
べ
20
人
以

上
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
が
二
本
松
市
の
職
員
と
協

力
し
、避
難
住
民
の
受
け
入
れ
や
安
否
の
確
認
、

物
資
の
調
達
・
運
搬
、情
報
提
供
、相
談
な
ど
の

支
援
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、避
難
住
民

の
方
々
、福
島
県
、二
本
松
市
と
の
合
同
で
参
加

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。そ
の
結
果
を
受
け

て
生
活
ル
ー
ル
づ
く
り
や
自
治
グ
ル
ー
プ
の
組
織

化
の
ほ
か
、キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
勉
強
部
屋
の
確
保

な
ど
生
活
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。ニ
ジ
ェ

ー
ル
な
ど
か
ら
一
時
退
避
中
の
協
力
隊
員
５
人

も
、看
護
師
や
幼
児
教
育
な
ど
の
専
門
性
を
生

か
し
て
生
活
を
支
援
。ま
た
、長
引
く
避
難
所

生
活
で
野
菜
不
足
が
心
配
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
義
援
金
の
一
部
も
活
用
し
た
炊
き
出

し
を
行
う
体
制
も
整
え
ま
し
た
。な
お
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

二
本
松
は
、株
式
会
社
ユ
ニ
ク
ロ
が
被
災
地
に

支
援
物
資
を
送
る
際
の
一
時
的

保
管
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、東
京
都
か
ら
の
要
請

を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
が
、人
工

透
析
を
必
要
と
す
る
福
島
県
の

患
者
さ
ん
約
１
０
０
人
を
３
月

22
日
か
ら
受
け
入
れ
た
ほ
か
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪
で
も
被
災
地
の
大

学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生

約
60
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。全

国
各
地
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
内
拠
点
も
、自
治
体
を

通
し
て
食
料
や
毛
布
、乾
電
池
な
ど
の
物
資
を

提
供
し
ま
し
た
。

●
国
際
的
な
支
援
へ
の
協
力

　

各
国
の
救
助
隊
の
活
動
場
所
な
ど
を
調
整

す
る
国
連
災
害
評
価
調
整
チ
ー
ム（
U
N
D
A

C
）と
国
連
人
道
問
題
調
整
部（
O
C
H
A
）に

は
、活
動
拠
点
と
し
て
３
月
14
日
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
京
の
ス
ペ
ー
ス
や
機
材
類
を
提
供
。さ
ら
に
、

防
災
専
門
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
や
地

球
環
境
部
の
職
員
を
派
遣
し
、情
報
の
収
集
・

分
析
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、そ
れ
ら
の
情
報

を
被
災
地
で
活
動
す
る
各
国
の
援
助
隊
や
海

外
へ
発
信
す
る
業
務
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、J
I
C
A
職
員
10
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
一
環
で
、「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」（
内

閣
官
房
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
と
の
連
携

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
提
供
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
活
動
に
参
加
し
た
ほ
か
、多
数
の

J
I
C
A
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を
活
用

し
、被
災
地
で
の
情
報
収
集
・
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、J
I
C
A
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
、J
I

C
A
専
門
家
、J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、途
上
国

関
係
者
な
ど
の
有
志
に
よ
る
義
援
金
を
と
り
ま

と
め
、被
災
地
の
自
治
体
や
支
援
活
動
に
当
た

る
団
体
へ
寄
付
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。避難住民を受け入れたJICA二本松では参

加型ワークショップを開催

ラジオ体操後、子ども一人一人の出欠表に
シールを張っていく隊員（矢本第一中学校で）


